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１　

は
じ
め
に

１　

は
じ
め
に

イ
ス
ラ
エ
ル
の
哲
学
者
ハ
ラ
リ
は
「
サ
ピ
エ
ン
ス
前
史
」
「
ホ
モ
デ
ウ
ス
」
「
二
一
レ
ッ
ス
ン
ズ
」
で
人
類

史
を
俯
瞰
し
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
塗
れ
た
二
分
法
的
世
界
観
を
止
揚
す
る
視
座
を
呈
示
し
た
。
「
ワ
ー
ク
・

シ
フ
ト
」
で
働
き
方
の
未
来
を
展
望
し
た
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン
は
「
ラ
イ
フ
・
シ
フ
ト
」
1

で
、
人
生
百

年
時
代
を
宣
言
し
た
。
「
人
生
五
十
年
」
と
謳
わ
れ
た
信
長
の
時
代
か
ら
五
百
年
が
経
過
し
て
人
類
は
百
年

も
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
齢
を
重
ね
て
い
る
せ
い
か
、
こ
の
提
案
に
は
、
戸
惑
い
を
隠

せ
な
い
。
加
齢
に
伴
っ
て
、
足
腰
は
衰
え
、
髪
の
毛
は
薄
く
な
り
、
記
憶
力
、
食
欲
、
睡
眠
欲
、
性
欲
も
低

下
す
る
。
お
ま
け
に
親
や
親
族
を
亡
く
し
、
子
供
は
独
立
し
、
愚
痴
と
皺
と
病
と
孤
独
が
つ
の
る
ば
か
り
だ
。

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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百
歳
老
人
は
、
同
世
代
人
の
十
万
人
に
一
人
の
超
健
康
人
な
の
だ
。
巷
で
も
、
生
き
生
き
と
「
老
い
甲
斐
」

を
体
現
し
て
い
る
老
人
と
接
す
る
機
会
は
な
く
、
人
生
百
年
時
代
な
ど
幻
想
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
う
。

筆
者
は
精
神
科
医
に
な
っ
て
二
十
五
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
名
工
大
に
奉
職
し
た
。
留
学
生
も
含
め
た
学
生

及
び
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
注
1

支
援
と
大
学
院
生
向
け
の
産
業
精
神
保
健
ゼ
ミ
を
担
当
し
た
。

そ
の
活
動
の
一
部
は
報
告
し
た
2
，
3
，
4

。
社
会
に
出
る
前
の
青
年
は
、
ま
る
で
大
海
に
船
出
す
る
小
舟
、

彷
徨
え
る
子
羊
の
よ
う
だ
。
理
工
系
学
部
を
選
択
し
た
若
者
は
将
来
志
向
性
が
明
確
で
、
職
業
選
択
の
迷
い

も
比
較
的
少
な
い
。
時
に
、
理
系
出
身
の
弁
護
士
や
作
家
、
文
系
出
身
の
脳
科
学
者
が
生
ま
れ
て
い
る
。
人

間
の
脳
に
理
系
・
文
系
と
い
う
特
性
が
備
わ
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
よ
う
に
、
芸
術
か

ら
医
学
ま
で
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
巨
人
も
い
る
。
高
度
経
済
成
長
期
は
工
学
部
全
盛
期
で

在
学
中
に
麻
雀
・
パ
チ
ン
コ
と
サ
ー
ク
ル
活
動
に
明
け
暮
れ
て
も
大
企
業
か
ら
次
々
と
内
定
が
出
る
「
売
り

手
市
場
」
の
時
代
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
、
引
く
手
あ
ま
た
だ
っ
た
工
学
部
で
も
就
活
に
悪

戦
苦
闘
し
始
め
た
。
「
失
わ
れ
た
二
十
八
年
」
は
、
間
も
な
く
社
会
に
出
る
学
生
、
現
在
働
き
始
め
た
若
者
た

ち
の
未
来
に
暗
い
陰
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
そ
の
端
的
な
現
象
が
「
若
者
た
ち
の
自
殺
」
の
増
加
だ
。

筆
者
は
外
来
診
療
や
産
業
保
健
で
自
殺
予
防
に
、
災
害
基
金
を
相
手
に
過
労
自
殺
認
定
に
取
り
組
ん
で
い

る
5

。
そ
の
活
動
を
名
古
屋
工
業
大
学
の
徳
丸
宜
穂
教
授
に
伝
え
た
と
こ
ろ
「
若
い
労
働
者
の
自
殺
と
い
う
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問
題
は
、
望
ま
し
い
職
業
生
活
を
構
想
す
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
、
重
要
な
問

題
で
は
な
い
か
」
と
評
さ
れ
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
。
ま
さ
に
、
経
済
学
者
と
精
神
科
医
と
の
相
互
交
流
の
所

産
が
本
稿
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

２　

人
生
百
年
時
代
と
少
子
高
齢
社
会　

２　

人
生
百
年
時
代
と
少
子
高
齢
社
会　

日
本
人
の
寿
命
統
計
を
取
り
始
め
た
一
八
九
一
年
当
時
の
寿
命
は
男
女
と
も
四
十
五
歳
未
満
だ
っ
た
。
寿

命
が
五
十
歳
を
超
え
た
の
が
第
二
次
大
戦
終
結
後
の
一
九
四
七
年
。
爾
来
七
十
三
年
間
、
憲
法
九
条
と
い
う

世
界
に
冠
た
る
平
和
憲
法
の
お
陰
で
若
者
が
戦
死
す
る
こ
と
も
な
く
、
乳
児
死
亡
率
の
低
下
や
医
療
福
祉
の

充
実
も
あ
り
、
日
本
国
民
の
寿
命
も
一
九
六
〇
年
に
は
六
十
五
歳
（
女
性
は
七
十
歳
）
に
ま
で
延
び
た
。
厚

労
省
に
よ
る
と
二
〇
一
八
年
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
が
八
十
一
・
二
五
年
、
女
性
が
八
十
七
・
三
二
年
と
な

っ
た
。
百
歳
に
な
っ
て
も
認
知
症
も
な
く
心
身
共
に
元
気
な
ス
ー
パ
ー
老
人
を
看
板
に
「
不
老
長
寿
」
、
「
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
の
喧
伝
も
、
い
つ
の
間
に
か
姿
を
消
し
た
。
平
均
寿
命
が
い
く
ら
延
び
て
も
生
殖
可
能

年
齢
は
延
長
し
な
い
。
長
寿
化
は
良
い
と
し
て
も
、
未
婚
化
、
晩
婚
化
が
増
加
し
妊
娠
出
産
の
可
能
性
は
減

少
し
出
生
率
が
一
・
四
％
以
下
に
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
で
は
国
は
亡
び
る
。
少
子
化
対
策
は
一
向
に
進
ま
ず
、

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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遂
に
人
口
減
少
が
始
ま
っ
た
。
人
類
の
拡
大
再
生
産
が
さ
れ
な
い
と
日
本
人
は
百
年
後
に
は
五
千
万
人
、
千

年
後
に
は
〇
人
、
地
球
上
か
ら
日
本
人
は
消
滅
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
五
十
兆
円
の
赤
字
国
債
を

発
行
し
続
け
て
先
送
り
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
補
填
す
る
目
処
が
な
い
無
責
任
な
国
策
が
空
し
い
。
明
治
維

新
以
後
、
人
間
し
か
資
源
の
な
い
こ
の
国
は
富
国
強
兵
政
策
の
も
と
「
産
め
よ
、
増
や
せ
よ
」
と
妊
娠
・
出

産
を
奨
励
し
、
長
ら
く
出
生
者
数
二
百
万
人
を
持
続
し
て
い
た
。
敗
戦
後
も
一
九
四
七
年
か
ら
三
年
間
だ
け

で
八
百
万
人
近
い
大
集
団
（
団
塊
世
代
）
が
生
ま
れ
た
。
三
十
年
前
、
仏
蘭
西
と
日
本
で
深
刻
化
し
た
少
子

化
に
つ
い
て
、
仏
蘭
西
は
婚
外
子
を
認
め
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
も
保
護
の
対
象
と
し
た
こ
と
も
あ
り
出
生
率

は
大
幅
に
回
復
し
た
。
そ
れ
に
比
し
て
、
日
本
は
移
民
抑
制
策
と
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
へ
の
偏
見
か
ら
か
、
出

生
率
の
回
復
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
だ
。

３　

青
年
期
の
延
長
と
高
学
歴
化

３　

青
年
期
の
延
長
と
高
学
歴
化

人
生
五
十
年
時
代
は
十
二
歳
で
「
元
服
」
し
て
い
た
。
一
九
五
〇
年
代
、
中
卒
の
若
者
は
「
金
の
卵
」
と

持
て
囃
さ
れ
「
農
村
か
ら
都
市
へ
」
と
集
団
就
職
で
都
会
に
出
て
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
。
二
十

五
歳
ま
で
が
女
性
の
結
婚
適
齢
期
と
云
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
社
会
の
生
産
活
動
と
人
類
の
拡
大
再
生
産
が
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リ
ン
ク
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
と
も
云
え
る
。

七
十
七
億
人
の
地
球
上
の
人
類
で
、
毎
年
八
十
万
人
が
自
殺
を

し
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
統
計
で
は
、
人
口
十
万
人
対
人
数
で
、
自

殺
率
が
示
さ
れ
て
い
る
。
自
殺
率
一
〇
・
五
％
が
世
界
の
平
均
と

な
っ
て
い
る
が
、
韓
国
、
日
本
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。
百
年
ほ

ど
蓄
積
さ
れ
て
い
る
自
殺
統
計
6

を
振
り
返
る
と
、
不
況
（
世
界

大
恐
慌
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
バ
ブ
ル
崩
壊
）
を
契
機
に
急
増
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

図
１
の
破
線
は
失
業
率
で
、
世
界
大
恐
慌
の
ピ
ー
ク
と
一
致
し

て
男
性
（
太
実
線
）
の
自
殺
の
ピ
ー
ク
が
み
ら
れ
る
。
女
性
の
自

殺
は
、
一
九
六
〇
頃
ま
で
は
横
ば
い
で
あ
っ
た
が
、
六
十
年
代
か

ら
七
十
年
に
か
け
て
上
昇
が
み
ら
れ
る
。
世
界
大
恐
慌
で
は
最
大

の
自
殺
者
が
発
生
、
そ
れ
は
失
業
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

ち
な
み
に
、
う
つ
病
は
英
語
でD

epression

だ
が
、
世
界
大
恐

慌
はThe G

reat D
epression

と
な
る
。
景
気
と
は
関
係
な
く
一
定

図１　Male and female age standardised suicide rates 図１　Male and female age standardised suicide rates 

and unemployment rates,1907-1990. and unemployment rates,1907-1990. 

出所：Morrell S et al, Soc.Sci.Med.1993;Vol36,6,749-756

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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数
の
人
類
が
自
殺
し
て
い
る
（
人
口
十
万
人
対
：
男
性
十
人
、
女
性
五
人
）
。
こ
の
不
動
の
自
殺
群
に
対
す
る

介
入
は
大
変
困
難
だ
。
こ
の
点
で
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
論
考
注
2

が
あ
る
。
不
況
に
な
っ
て
も
自
殺
を
減
ら

さ
な
い
国
が
い
く
つ
か
存
在
し
て
お
り
、
景
気
変
動
（
特
に
失
業
）
な
ど
に
伴
っ
て
増
加
す
る
自
殺
は
、
社

会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
充
に
よ
っ
て
予
防
可
能
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
5

。
第
二
次
大
戦
後
、
世
界

経
済
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
げ
、
賃
金
の
安
い
途
上
国
に
生
産
現
場
を
移
転
す
る
産
業
の
空
洞
化

が
推
進
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
若
年
労
働
力
需
要
は
激
減
し
た
。
そ
の
矛
盾
を
穴
埋
め
す
る
か
の
よ
う
に
、
高

校
進
学
率
は
八
〇
％
を
超
え
、
大
学
進
学
率
も
五
〇
％
を
超
え
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
高
学
歴
化
は

教
育
産
業
を
潤
し
て
い
る
も
の
の
、
国
力
の
増
加
に
寄
与
す
る
機
会
が
減
り
、
生
産
活
動
に
従
事
出
来
る
人

員
減
少
と
い
う
社
会
矛
盾
を
糊
塗
し
て
い
る
の
が
真
相
か
も
知
れ
な
い
。
更
に
、
大
学
院
進
学
率
も
高
ま
っ

て
い
る
。
高
学
歴
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
社
会
で
働
け
る
空
間
と
時
間
は
狭
ま
る
。
一
九
六
〇
年
に
中
卒
で
就

業
し
た
人
は
二
人
に
一
人
い
た
が
、
二
〇
二
〇
年
の
春
に
中
卒
で
就
業
す
る
人
は
皆
無
に
近
く
な
っ
た
。

長
年
、
青
年
期
と
い
え
ば
、
十
五
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
だ
っ
た
。
敗
戦
後
に
日
本
経
済
復
興
の
過
程
で
、

農
林
漁
業
の
一
次
産
業
か
ら
製
造
業
を
中
心
と
す
る
第
二
次
産
業
に
移
行
す
る
に
つ
れ
て
、
高
校
全
入
、
大

学
全
入
に
傾
向
が
強
ま
り
高
学
歴
化
と
並
行
し
て
青
年
期
は
延
長
し
た
。
今
日
で
は
青
年
期
は
十
五
歳
か
ら

三
十
五
歳
く
ら
い
と
さ
ら
に
長
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
労
働
力
市
場
で
若
者
の
受
け
皿
が
な
く
な
っ
た
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た
め
に
「
高
学
歴
が
未
来
を
開
く
」
と
い
う
幻
想
で
、
専
門
学
校
や
短
大
の
四
年
制
大
学
化
、
四
年
制
大
学

の
大
学
院
大
学
化
が
進
め
ら
れ
た
の
だ
。
こ
の
国
の
工
業
化
は
、
農
業
の
余
剰
労
働
力
を
駆
り
出
す
形
で
始

ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
食
料
自
給
率
は
、
戦
後
直
後
は
八
八
％
だ
っ
た
（
一
九
四
六
年
度
）
が
一
九
六
五
年

度
に
七
三
％
、
二
千
年
度
以
降
は
四
〇
％
前
後
に
ま
で
下
落
し
た
。
一
方
、
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
カ
ナ

ダ
は
二
六
四
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
二
二
四
％
、
米
国
一
三
〇
％
、
フ
ラ
ン
ス
一
二
七
％
（
二
〇
一
三
年
度
、

農
水
省
試
算
）
な
ど
と
な
っ
て
、
日
本
と
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
食
料
自
給
率
一
〇
〇
％
を
維
持
し
な

が
ら
、
重
厚
長
大
産
業
か
ら
、
軽
薄
短
小
の
産
業
に
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
転
換
す
る

中
で
、
職
人
の
人
材
育
成
と
高
学
歴
の
専
門
家
育
成
な
ど
多
様
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
な
か
っ
た
の

は
、
国
策
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
彷
徨
え
る
日
本
の
高
等
教
育
の
現
状
は
憂
う
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
高
学
歴

化
は
労
働
力
市
場
の
減
少
と
い
う
深
刻
な
実
態
を
回
避
し
現
実
逃
避
し
て
、
課
題
を
先
送
り
に
し
て
い
る
と

い
う
一
面
は
否
定
で
き
な
い
。

４　

若
者
た
ち
の
自
殺
予
防
❘
自
殺
率
と
失
業
率
❘

４　

若
者
た
ち
の
自
殺
予
防
❘
自
殺
率
と
失
業
率
❘

眼
を
日
本
に
転
じ
て
見
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
人
死
者
数
は
軍
人
の
二
百
三
十
万
人
、
外
地

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル



42

で
の
戦
没
、
一
般
邦
人
三
十
万
人
、
内
地
で
の
戦
災
死
者
五
十
万

人
、
計
三
百
十
万
人
、
そ
の
多
く
が
餓
死
で
あ
っ
た
。
戦
場
で
殺

さ
れ
、
不
況
に
殺
さ
れ
た
若
者
の
非
業
の
死
は
、
一
体
誰
が
も
た

ら
し
た
の
か
？

図
２
は
、
各
々
、
失
業
率
、
男
性
、
女
性
、
男
女
合
計
の
自
殺

率
を
示
し
て
い
る
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
や
や
増
加
し
た
自
殺
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
徐
々
に
増
加
し
始
め
、
一
九
九
九
年
か
ら
十
年

以
上
三
万
人
を
超
え
る
自
殺
者
が
発
生
し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
自
殺
者
の
急
増
と
そ
の
持
続
は
、
十
余
年
間

で
四
十
万
都
市
が
消
滅
す
る
程
の
異
常
事
態
だ
っ
た
。
過
労
で
突

然
死
、
あ
る
い
は
過
労
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
う
つ
病
の
発
症

と
自
殺
が
多
発
し
た
7

。
そ
の
異
常
事
態
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
過
労
死
防
止
対
策
推
進
法
が
第
一
八
六
回
通
常
国
会
に
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
制
定
・
施
行
さ
れ
た
。

翌
二
〇
一
五
年
に
、
過
労
死
防
止
学
会
が
発
足
し
た
8

。

一
九
七
八
年
、
上
畑
鉄
之
丞
は
日
本
産
業
衛
生
学
会
で
「
過
労
死
に
関
す
る
研
究
」
を
発
表
し
た
。
一
九

図２　失業率と自殺率の推移 図２　失業率と自殺率の推移 

出所：総務省統計局、警視庁

　　（2011年以降の自殺データは厚生労働省）
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八
二
年
、
『
過
労
死　

脳
・
心
臓
系
疾
患
の
業
務
上
認
定
と
予
防
』
（
細
川
汀
・
上
畑
鉄
之
丞
・
田
尻
俊
一
郎
、

労
働
経
済
社　

東
京
）
が
発
刊
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年
の
東
北
新
幹
線
上
野
地
下
駅
の
設
計
技
術
者
が
う

つ
病
で
通
院
治
療
中
、
納
期
に
追
わ
れ
過
労
で
う
つ
病
が
増
悪
し
自
殺
未
遂
を
し
て
大
怪
我
を
負
っ
た
。
そ

れ
が
労
災
認
定
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
業
務
起
因
性
の
精
神
疾
患
の
発
症
と
自
殺
の
労
災
あ
る
い
は
公
務
災

害
申
請
が
数
多
く
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
八
年
「
過
労
自
殺
」
9

（
川
人
博　

岩
波
新
書
）
で
、

過
労
自
殺
と
い
う
用
語
が
提
唱
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
過
労
死
」
や
「
過
労
自
殺
」
が
、
市
民
権
を
得
る
ま
で

に
は
、
長
い
年
月
を
要
し
た
。

社
員
の
健
康
管
理
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
人
し
か
資
源
の
な
い

こ
の
国
で
根
底
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
今
ほ
ど
要
請
さ
れ
て
い
る
時
は
な
い
。
二
四
時
間
社
会
と
な
り

交
代
勤
務
が
労
働
者
の
二
割
を
越
え
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
で
高
度
情
報
処
理
労
働
が
す
べ
て
の
産
業
分
野
で

増
え
る
中
で
、
知
ら
な
い
間
に
労
働
者
の
健
康
は
蝕
ま
れ
て
い
る
5

。

産
業
医
学
の
父
ラ
マ
ツ
ィ
ー
ニ
（
十
八
世
紀　

イ
タ
リ
ア
）
は
、
「
働
く
人
々
に
何
の
障
害
も
及
ぼ
さ
な

い
無
害
な
職
業
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
私
は
思
う
。・
・
・
今
の
と
こ
ろ
私
に
思
い
当
た
る
た
だ
一
つ
の
予
防

策
は
、
過
労
を
避
け
る
こ
と
、
何
時
間
か
ま
と
め
て
休
憩
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
金
儲
け
よ
り
も
健

康
を
重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
（
東　

敏
昭
監
訳　

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
ラ
マ
ツ
ィ
ー

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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ニ
『
働
く
人
の
病
気
』
改
訂
版　

産
業
医
学
振
興
財
団　

二
〇
一
五
年　

頁
二
九
六
～
二
九
七
）
産
業
革
命

の
進
行
す
る
最
中
の
英
国
で
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
二
年
余
り
の
歳
月
を
調
査
研
究
に
費
や

し
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
を
世
に
出
し
た
。
ラ
マ
ツ
ィ
ー
ニ
の
先
駆
的
取
り
組
み
や

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
労
働
実
態
と
健
康
問
題
へ
の
調
査
報
告
に
学
び
、
二
十
一
世
紀
の
今
日
、
全
て
の
職
業
領
域

で
業
務
起
因
性
の
死
亡
や
業
務
起
因
性
の
自
殺
を
探
求
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
１
）
自
殺
率
は
よ
う
や
く
減
少
し
始
め
た
の
に
、
な
ぜ
若
者
の
自
殺
が
増
え
て
い
る
の
か
？

（
１
）
自
殺
率
は
よ
う
や
く
減
少
し
始
め
た
の
に
、
な
ぜ
若
者
の
自
殺
が
増
え
て
い
る
の
か
？

よ
う
や
く
日
本
で
は
自
殺
者
が
減
少
し
始
め
た
。
し
か
し
若
者
の
自
殺
が
増
え
て
い
る
の
は
一
体
な
ぜ
な

の
か
。
そ
の
背
景
を
社
会
・
経
済
・
心
理
の
三
つ
の
側
面
で
探
っ
て
み
た
い
。

一
九
〇
三
年
に
「
曰
く
、
『
不
可
解
』
」
と
遺
書
を
残
し
て
華
厳
の
滝
に
投
身
自
殺
を
し
た
十
六
歳
の
エ
リ

ー
ト
少
年
藤
村
操
の
自
殺
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
青
年
期
の
自
殺
に
は
、
動
機
不
明
な
場
合
も
あ
る
。
青
年

期
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
途
上
で
、
自
己
と
社
会
と
の
関
係
性
を
見
出
せ
な
い
曖
昧
模
糊
と
し
た
精

神
世
界
が
あ
る
。

今
世
紀
に
入
っ
て
間
も
な
い
あ
る
日
の
午
後
、
保
健
セ
ン
タ
ー
・
学
生
相
談
室
に
若
手
の
教
員
か
ら
、「
入

学
し
て
七
年
に
な
る
学
部
生
の
件
で
折
り
入
っ
て
相
談
し
た
い
」
と
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
既
に
百
二
十
単



45

位
を
取
得
し
て
お
り
、
残
る
は
卒
論
だ
け
だ
が
、
こ
の
二
年
間
、
研
究
室
に
顔
を
出
さ
な
い
。
指
導
教
授
は
、

退
学
さ
せ
る
し
か
な
い
と
判
断
し
て
退
学
届
け
を
出
す
よ
う
本
人
を
説
得
せ
よ
と
若
手
教
員
に
命
じ
た
と
い

う
の
だ
。
若
手
の
教
員
は
、
既
に
な
ん
ど
か
こ
の
学
生
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
ね
て
い
た
。「
大
人
し
く
真
面
目
な

良
い
青
年
で
、
卒
論
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
院
に
進
学
し
て
学
業
を
続
け
る
能
力
も
あ
る
」
と
の
評
価
だ
っ
た
。

入
退
学
の
権
限
を
持
っ
て
い
な
い
指
導
教
授
が
学
生
に
退
学
を
強
要
す
る
の
は
ル
ー
ル
違
反
で
逸
脱
だ
。
従

っ
て
、
こ
の
指
導
教
授
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
加
害
者
と
し
て
裁
か
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ

こ
で
若
手
の
教
員
に
、
当
該
学
生
に
対
す
る
退
学
強
要
の
手
紙
は
握
り
つ
ぶ
し
、
本
人
を
守
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
面
談
を
勧
め
て
欲
し
い
と
告
げ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
学
生
が
相
談
室
を
訪
れ
た
。
会
っ
て
み
る
と
、
大

人
し
い
生
真
面
目
な
青
年
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
研
究
室
に
行
っ
て
い
た
頃
は
、
教
授
に
罵
倒
さ
れ
、

ダ
メ
出
し
ば
か
り
さ
れ
る
の
で
、
嫌
気
が
さ
し
て
、
引
篭
っ
て
し
ま
っ
た
。
昼
夜
逆
転
の
生
活
に
な
っ
て
ゲ

ー
ム
に
の
め
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
気
が
付
い
た
ら
二
年
経
っ
て
、
こ
の
先
の
見
通
し
が
立
た
な
い
」
と
途

方
に
暮
れ
て
い
た
。
「
放
校
や
退
学
処
分
を
受
け
る
の
は
、
誠
に
理
不
尽
で
受
け
入
れ
難
い
が
、
こ
の
ま
ま
だ

と
死
ぬ
し
か
な
い
」
と
孤
立
無
援
感
を
語
っ
た
。
「
貴
方
は
学
ぶ
権
利
が
あ
り
、
学
則
違
反
な
ど
も
な
い
の

で
、
退
学
を
強
要
さ
れ
る
根
拠
は
な
い
。
指
導
教
授
の
命
令
は
ル
ー
ル
違
反
な
の
で
、
決
し
て
退
学
届
け
を

出
さ
な
い
よ
う
に
。
卒
論
を
完
成
で
き
る
よ
う
に
、
研
究
室
を
変
更
す
べ
き
と
学
生
課
に
話
を
す
る
の
で
し

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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四
百
億
円
の
損
失
と
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
若
者
は
国
の
宝
な
の
だ
。

し
ば
ら
く
し
て
旧
産
業
戦
略
工
学
専
攻
の
教
員
仲
間
で
あ
る
伊
藤
孝
行
先
生
が
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
長
期
在
外
研
究

員
と
し
て
留
学
さ
れ
た
。
早
速
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
の
実
情
調
査
を
依
頼
し
た
。

そ
の
調
査
結
果
が
『
大
学
と
学
生
』
で
「
ハ
ー
バ
ー
ド
の
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム
」
10

，
11

，
12

と
題
し
て
報

ば
ら
く
待
っ
て
欲
し
い
」
と
伝
え
た
。
学
生
支
援
課
の
理
解
も
得
て
、
研
究
室
を
異
動
し
、
他
の
教
授
の
下

で
卒
業
研
究
に
携
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
年
ぶ
り
に
復
学
し
、
四
年
後
輩
の
同
級
生
の
卒
論
の
面
倒
を

見
た
上
で
、
自
ら
の
卒
論
を
仕
上
げ
る
と
い
う
余
裕
も
み
せ
た
。
就
活
も
進
学
も
せ
ず
、
卒
業
証
書
を
手
に

し
て
八
年
間
の
名
古
屋
で
の
学
生
生
活
に
別
れ
を
告
げ
帰
郷
し
た
。
そ
の
後
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い

る
の
か
は
知
ら
な
い
。

大
学
と
い
う
場
所
は
人
生
の
一
つ
の
通
過
点
に
過
ぎ
ず
、
大
学
教
員
は
未
来
あ
る
若
者
の
生
殺
与
奪
権
な

ど
を
持
っ
て
は
い
な
い
。
こ
の
学
生
の
よ
う
に
救
済
さ
れ
た
学
生
も
あ
る
が
、
犠
牲
者
も
相
当
数
発
生
し
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
。
一
年
近
く
引
き
籠
っ
て
い
る
学
生
の
自
宅
を
訪
れ
て
復
学
の
説
得
を
し
て
学
生
相
談

室
ま
で
連
れ
て
来
て
く
れ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
教
員
も
い
た
。
こ
う
し
た
、
心
あ
る
教
員
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
っ
て
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
支
援
は
支
え
ら
れ
て
い
る
。
人
見
知
り
が
激
し
く
、
シ
ャ
イ
な
性

格
の
若
者
に
、
大
学
で
も
温
か
い
手
を
差
し
伸
べ
る
教
員
が
い
る
こ
と
は
得
難
い
こ
と
だ
っ
た
。
退
学
寸
前

の
学
生
を
「
復
学
」
さ
せ
て
卒
業
に
漕
ぎ
つ
け
た
り
、
自
殺
の
危
険
が
あ
る
学
生
を
窮
地
か
ら
救
出
で
き
た

経
験
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
迅
速
な
個
別
的
支
援
の
重
要
性
を
教
え
て
く
れ
た
。
あ
る
年
の
全
国
大
学
保
健
管

理
研
究
集
会
の
分
科
会
で
、
年
間
二
百
人
の
退
学
を
二
億
円
の
損
失
だ
と
嘆
く
学
生
課
長
が
い
た
。
授
業
料

の
損
失
だ
け
を
考
え
た
浅
薄
な
判
断
だ
と
批
判
し
た
。
な
ぜ
な
ら
生
涯
獲
得
賃
金
は
平
均
で
二
億
円
だ
か
ら
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四
百
億
円
の
損
失
と
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
若
者
は
国
の
宝
な
の
だ
。

し
ば
ら
く
し
て
旧
産
業
戦
略
工
学
専
攻
の
教
員
仲
間
で
あ
る
伊
藤
孝
行
先
生
が
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
長
期
在
外
研
究

員
と
し
て
留
学
さ
れ
た
。
早
速
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
の
実
情
調
査
を
依
頼
し
た
。

そ
の
調
査
結
果
が
『
大
学
と
学
生
』
で
「
ハ
ー
バ
ー
ド
の
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム
」
10

，
11

，
12

と
題
し
て
報

告
さ
れ
た
。
学
生
の
心
身
の
健
康
支
援
の
充
実
は
、
学
生
と
保
護

者
の
安
心
感
を
増
し
大
学
の
付
加
価
値
を
高
め
る
。

（
２
）
自
殺
の
現
状
、
特
に
若
者
た
ち
の
自
殺
の
現
状

（
２
）
自
殺
の
現
状
、
特
に
若
者
た
ち
の
自
殺
の
現
状

一
九
九
九
年
に
比
べ
二
〇
一
四
年
の
二
十
～
三
十
歳
代
の
若
者

の
自
殺
率
が
増
加
し
て
い
る
。
日
本
の
若
者
た
ち
の
自
殺
率
は
こ

の
二
十
年
間
で
ト
ッ
プ
に
。
若
者
の
自
殺
率
は
欧
米
諸
国
で
は
減

少
傾
向
に
あ
る
の
に
、
日
本
は
そ
の
逆
と
な
っ
て
い
る
。「
失
わ
れ

た
二
十
八
年
」
の
矛
盾
が
、
若
者
の
生
き
方
に
凝
縮
さ
れ
た
。
そ

の
要
因
は
様
々
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
雇
用
・
労
働
問

題
で
は
、
新
卒
至
上
主
義
、
新
卒
一
括
採
用
方
式
・
新
卒
者
に
し

図３　15 ～ 24 歳の自殺率の推移図３　15 ～ 24 歳の自殺率の推移

当該年齢人口10万人あたりの自殺者数
ＷHO「Mortality Database」より筆者作成
https://ameblo.jp/todoroki55/entry-12116597185.html

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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図５　人口動態統計に基づく図５　人口動態統計に基づく

1～ 3月の自殺者数1～ 3月の自殺者数 

数字は累計　2017年8月公表分

か
開
か
な
い
正
社
員
の
門
戸
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ス
・

中
途
採
用
は
超
即
戦
力
主
義
、
や
り
直
し
の
効
か
な
い
社
会
な
ど

の
要
因
が
就
活
自
殺
へ
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
。
加
え
て
ブ
ラ

ッ
ク
企
業
の
蔓
延
、
企
業
の
収
益
減
少
と
人
手
不
足
、
求
め
ら
れ

る
戦
力
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
一
人
当
た
り
の
仕
事
量
の
増
加
な
ど

で
あ
る
。

事
実
、
厚
労
省
統
計
に
よ
る
二
〇
一
八
年
の
自
殺
者
数
の
中
で
、

増
え
る
若
者
の
自
殺
に
関
し
て
以
下
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

・
労
災
認
定
事
案
の
分
析
（
二
〇
一
〇
年
一
月
か
ら
二
〇
一
五

年
三
月
ま
で
に
認
定
さ
れ
た
脳
・
心
臓
疾
患
、
精
神
障
害
事
案
を

分
析
）

・
精
神
障
害
事
案
に
つ
い
て
、
二
十
代
か
ら
三
十
代
の
若
い
世

代
が
多
い
（
三
十
件
中
、
二
十
代
十
一
件
、
三
十
代
八
件
、
四
十

代
七
件
、
五
十
代
四
件
）
。

特
に
自
殺
事
案
で
は
全
て
二
十
代

（
四
件
全
て
二
十
代
（
広
告
業
二
件
、
放
送
業
二
件
）
）
。

図４図４

出所：警察庁自殺統計
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・ 

業
種
別
で
は
、
広
告
業
、
放
送
業
が
多
く
（
精
神
障
害
三
十
件
中
、
広
告
業
十
七
件
、
放
送
業
八
件
）
、

職
種
別
で
は
、
営
業
、
メ
デ
ィ
ア
制
作
、
デ
ザ 

イ
ナ
ー
が
多
い
（
精
神
障
害
三
十
件
中
、
営
業
六
件
、
メ
デ

ィ
ア
制
作
五
件
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
四
件
）
。

・ 
そ
の
発
症
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ス
ト
レ
ス
要
因
は
、
長
時
間
労
働
に
関
連
す
る
も
の
が
多
く

（
精
神
障
害
三
十
件
中
、
極
度
の
長
時
間
労
働
七
件
、
恒
常
的
な
長
時
間
労
働
十
八
件
）
、
そ
の
他
、
仕
事
の

量
・
質
の
変
化
や
上
司
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
も
の
も
多
い
（
精
神
障
害
三
十
件
中
、
仕 

事
内
容
の
変
化

十
一
件
、
二
週
間
以
上
の
連
続
勤
務
五
件
、
上
司
と
の
ト
ラ
ブ
ル
五
件
）
。 

た
だ
し
、 

広
告
業
、
出
版
業
、
新

聞
業
、
放
送
業
を
対
象
と
す
る
。

（
３
）
自
殺
の
社
会
的
・
経
済
的
・
心
理
的
背
景
―
若
者
の
雇
用
環
境
の
悪
化
―

（
３
）
自
殺
の
社
会
的
・
経
済
的
・
心
理
的
背
景
―
若
者
の
雇
用
環
境
の
悪
化
―

図
６
・
７
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
一
九
九
〇
年
か
ら
二
十
五
年
の
間
に
、
非
正
規
雇
用
の
労
働
者
が
二
倍
以

上
増
加
し
、
全
体
で
は
二
千
万
人
を
超
え
て
い
る
。
十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
の
若
者
で
は
、
二
・
五
倍
に
増

加
し
、
実
に
若
者
の
半
数
が
非
正
規
雇
用
と
い
う
深
刻
な
雇
用
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

正
社
員
よ
り
も
優
れ
た
仕
事
ぶ
り
の
派
遣
労
働
者
を
描
い
た
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
ハ
ケ
ン
の
品
格
」
は
、
派
遣

労
働
者
の
自
負
心
を
高
め
る
が
、
雇
用
格
差
社
会
を
変
革
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
な
い
。「
正
社
員
の
自
分
が
派

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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遣
、
期
間
、
契
約
な
ど
の
雇
用
差
別
が
あ
る
現
実
で
同
世
代
と

一
緒
に
居
る
の
は
耐
え
ら
れ
な
い
」
と
退
社
し
た
青
年
が
い
た
。

非
正
規
雇
用
の
増
大
は
、
差
別
を
助
長
し
、
連
帯
を
阻
害
す
る

マ
イ
ナ
ス
面
が
大
き
い
。
就
職
し
た
青
年
達
も
、
大
多
数
は
派

遣
会
社
な
の
で
親
か
ら
反
対
さ
れ
た
と
嘆
く
場
面
が
多
い
。

な
ぜ
若
者
た
ち
の
二
人
に
一
人
は
非
正
規
雇
用
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
の
か
。
か
つ
て
の
日
本
は
学
業
を
終
え
た
若
者
た
ち
を

極
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
就
業
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
た
社
会
だ

っ
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
社
会
の
外
縁
に
留
ま
る
若
者
は
あ

と
を
た
た
な
い
。
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
少
し

前
、
大
学
生
の
進
路
が
狭
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
状
況
を
溝
上
が

「
現
代
大
学
生
論
」
と
い
う
書
で
、
見
事
に
視
覚
化
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
、
二
〇
〇
七
年
時
点
で
推
計
六
四
一
万

人
に
上
る
と
厚
労
省
研
究
班
調
査
で
分
か
っ
た
。
現
役
世
代

（
二
十
～
六
十
四
歳
）
の
男
性
労
働
者
の
九
・
八
五
％
、
女
性

図７　非正規雇用者の割合図７　非正規雇用者の割合

の推移 の推移 

図６　年齢階級別非正規雇用者図６　年齢階級別非正規雇用者

の割合の割合

非正規雇用者の割合は、正規・非正規雇用者の合計に対する非正規雇用者

の割合

出所：総務省統計局（2015年）https://www.stat.go.jp/info/today/097.html#k1
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1992年以降の「就職氷河期」＝「失われた28年」で若者たちの未来は
閉塞状況に置かれている。
出所：溝上慎一『現代大学生論』（NHKブックス2004）

図８　青年の生き方ダイナミクス　

労
働
者
の
一
三
・
三
九
％
が
該
当
し
、
深
刻
な
雇
用
環
境
が
解

明
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
二
〇
〇
四
年
時
点
の
推
計
値
よ
り
悪
化

し
て
お
り
貧
困
層
は
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
雇
用

環
境
を
一
層
悪
化
さ
せ
た
の
が
「
派
遣
法
」
で
あ
る
。
従
来
禁

止
さ
れ
て
い
た
派
遣
事
業
に
関
し
専
門
的
な
業
務
の
み
を
対
象

に
許
可
す
る
「
労
働
者
派
遣
法
」
が
一
九
八
五
年
に
成
立
し
た
。

さ
ら
に
バ
ブ
ル
崩
壊
と
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
、

正
社
員
の
雇
用
抑
制
が
強
ま
り
、
二
〇
一
五
年
に
「
改
正
派
遣

労
働
者
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
完
全
失
業
率
の
増
加
を

表
面
糊
塗
し
よ
う
と
す
る
企
業
と
支
配
政
党
の
合
作
劇
だ
。
そ

の
結
果
、
若
者
の
間
に
差
別
と
分
断
を
深
め
た
。
こ
う
し
た
時

期
、
「
蟹
工
船
」
（
小
林
多
喜
二
）
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
の
は
、

奴
隷
的
労
働
へ
の
若
者
の
憤
り
が
、
半
世
紀
以
上
前
の
非
人
間

的
労
働
に
共
感
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

さ
て
、
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
高
さ
を
誇
っ
て
い
た
日
本

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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と
生
活
満
足
度
に
解
離
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
13

。

老
後
の
年
金
も
下
が
り
幸
福
度
も
低
い
日
本
の
現
実
は
、
生
き
づ
ら
い
国
に
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
史
上

最
悪
の
社
会
経
済
状
況
と
同
時
に
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
青
年
期
が
統
合
失
調
症
、
う
つ
病
な
ど
の
好
発

年
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
自
殺
の
危
険
性
の
高
い
精
神
疾
患
な
の
で
あ
る
。

出所：nippon.com
https://www.nippon.com/en/japan-data/h00572/child-
suicides-at-highest-rate-ever-in-japan.html

図９　Suicides of School Students in Japan図９　Suicides of School Students in Japan

は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
前
九
位
、
そ
の
後
二
位
に
、

し
か
し
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
十
八
位
に
、

そ
し
て
現
在
二
十
五
位
に
転
落
し
た
。
確
実

に
日
本
経
済
は
下
降
・
低
迷
し
、
も
は
や
先

進
国
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
退
職
後
の
年
金

制
度
に
つ
い
て
も
現
れ
て
お
り
、
マ
ー
サ
ー

は
「
世
界
三
十
四
か
国
の
年
金
制
度
で
評
価

最
高
は
オ
ラ
ン
ダ
、
北
欧
・
豪
州
が
上
位
に
、

日
本
は
二
十
九
位
」
、
「
日
本
の
制
度
の
改
善

に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
家
計
貯
蓄
額
の
増

加
、
年
金
給
付
額
の
引
き
上
げ
に
伴
い
所
得

代
替
率
の
改
善
、
退
職
給
付
の
年
金
形
式
で
の
受
給
を
促
す
制
約
の
導
入
な
ど
の
検
討
が
必
要
」
と
指
摘
し

た
。
国
連
は
二
〇
一
八
年
版
の
「
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
発
表
し
た
。
日
本
は
五
十
四
位
だ
っ
た
が

翌
年
、
五
十
八
位
に
低
下
し
た
。
最
貧
国
ウ
ル
グ
ア
イ
の
二
十
九
位
に
遥
か
に
及
ば
な
い
。
徳
丸
は
幸
福
度

世
界
一
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
注
目
し
主
観
的
幸
福
度
は
生
活
満
足
度
に
過
ぎ
ず
、
日
本
人
は
主
観
的
幸
福
度
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と
生
活
満
足
度
に
解
離
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
13

。

老
後
の
年
金
も
下
が
り
幸
福
度
も
低
い
日
本
の
現
実
は
、
生
き
づ
ら
い
国
に
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
史
上

最
悪
の
社
会
経
済
状
況
と
同
時
に
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
青
年
期
が
統
合
失
調
症
、
う
つ
病
な
ど
の
好
発

年
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
自
殺
の
危
険
性
の
高
い
精
神
疾
患
な
の
で
あ
る
。

図 10　若者たちの自殺予防のインフラ構築図 10　若者たちの自殺予防のインフラ構築

出所：『若者たちの自殺予防』

大
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
支
援
を
長
年
取
り
組
ん
だ
経
験
か
ら
も
、

精
神
疾
患
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
自
殺
予
防
の
上
で
重
要
で
あ
る
。
実
際

に
就
活
が
上
手
く
い
か
ず
、
お
ま
け
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に

よ
り
う
つ
病
を
発
症
し
、
休
学
・
退
学
・
留
年
2

，
14

の
他
に
、
自
殺
を
す
る

若
者
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
過
労
死
防
止
法
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
法
が
制
定
・
施
行
さ
れ
、
行
政
の
姿
勢
が
大
き
く
改
善
し
た
こ
と
は
歓
迎
す

べ
き
で
あ
る
。
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
「
ダ
ン
ダ
リ
ン
」
の
よ
う
に
、
労
働
安
全
衛
生

法
を
遵
守
す
る
べ
く
、
労
働
者
の
命
と
健
康
を
守
る
、
労
基
署
本
来
の
業
務
に

専
念
で
き
る
法
的
根
拠
が
生
ま
れ
て
い
る
。
労
災
事
故
死
に
対
し
て
、
敢
然
と

闘
い
に
挑
む
若
者
た
ち
を
描
い
た
映
画
「
ド
レ
イ
工
場
」
や
「
若
者
た
ち
」
か

ら
半
世
紀
以
上
経
過
し
て
、
連
帯
す
る
組
合
も
乏
し
く
若
者
ら
し
い
情
熱
も
抑

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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圧
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
分
断
支
配
の
も
と
で
、
若
者
は
希
望
を
失
い
諦
観
と
絶
望
感
に
押
し
込
め
ら
れ
て

い
る
。
森
岡
は
「
雇
用
身
分
社
会
」
15

で
そ
の
実
態
を
鋭
く
告
発
し
た
。
教
員
や
勤
務
医
も
過
労
死
・
過
労

自
殺
が
発
生
し
て
お
り
、
も
は
や
若
者
の
安
全
圏
は
な
く
な
っ
た
。

自
殺
は
人
生
最
大
の
不
幸
だ
。
人
は
幸
福
に
な
る
た
め
に
生
き
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
16

は
、『
弁
論

術
』
の
幸
福
論
の
章
で
「
幸
福
が
す
べ
て
の
目
的
：
誰
に
も
何
か
目
的
が
あ
り
そ
の
目
的
を
狙
っ
て
人
々
は

何
ご
と
か
を
選
択
し
た
り
避
け
た
り
。
目
的
と
な
る
も
の
は
幸
福
と
幸
福
の
部
分
で
あ
る
」
と
導
入
し
「
幸

福
の
定
義
：
幸
福
と
は　

①
徳
を
持
っ
た
よ
き
生
、
或
は
②
生
活
が
自
足
的
で
あ
る
こ
と
、
或
は
③
安
定
性

の
あ
る
最
も
快
適
な
生
、
或
は
④
財
産
が
豊
か
で
身
体
も
恵
ま
れ
た
状
態
で
、
そ
れ
ら
を
維
持
し
働
か
せ
る

能
力
が
あ
る
こ
と
、
と
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
の
一
つ
も
し
く
は
一
つ
以
上
が
幸
福
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
殆
ど
全
て
の
人
々
に
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
石
塚
17

は
『
自
己
実
現
の
方
法
』
で
、
親
密

な
対
人
関
係Intim

acy

、
学
業
や
仕
事
の
達
成A

chievem
ent

、
豊
富
な
内
面
的
自
己Self

の
三
つ
の
軸
を
想

定
し
、
家
族
愛
、
仕
事
の
達
成
、
内
面
的
自
己
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と
が
安
定
し
た
幸
福
の
条
件

だ
と
論
じ
、Intim

acy

優
位
の
伊
太
利
亜
人
、Self
優
位
の
英
国
人
、A

chievem
ent

優
位
の
日
本
人
、
い
ず

れ
も
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
と
批
判
し
て
い
る
。
「
亭
主
元
気
で
留
守
が
良
い
」
と
働
き
蜂
日
本
人
を
礼
賛
し
て

い
た
時
期
の
本
書
は
未
来
を
警
告
し
て
い
た
。
い
ま
、
若
者
の
自
殺
の
増
加
を
先
取
り
す
る
よ
う
に
中
高
生



55

年
代
の
自
殺
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

中
高
生
の
自
殺
と
云
え
ば
、
い
じ
め
を
思
い
つ
く
人
が
多
い
が
、
実
は
、
思
春
期
か
ら
青
年
期
は
統
合
失

調
症
や
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
発
症
の
好
発
年
代
で
も
あ
り
、
中
高
生
の
自
殺
の
多
く
は
、
そ
う
し
た
精

神
疾
患
に
よ
る
こ
と
を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
警
告
し
て
い
る
18

。

（
４
）
若
者
た
ち
の
自
殺
予
防
の
た
め
に

（
４
）
若
者
た
ち
の
自
殺
予
防
の
た
め
に

で
は
、
自
殺
の
危
険
が
あ
る
若
者
た
ち
へ
の
支
援
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
？
ま
ず
、
第
一
に
自
殺
の
危
険

徴
候
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
こ
れ
ま
で
に
関
心
の
あ
っ
た
事
柄
に
対
し
て
興
味
を
失
う
。

②
い
つ
も
な
ら
で
き
る
課
題
が
達
成
で
き
な
い
。
③
夜
眠
れ
な
い
。
④
不
安
や
イ
ラ
イ
ラ
が
増
し
、
落
ち
着

か
な
い
。
⑤
身
だ
し
な
み
を
気
に
し
な
く
な
る
。
と
い
っ
た
兆
候
が
自
殺
の
危
険
サ
イ
ン
で
あ
る
。
自
殺
の

サ
イ
ン
を
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、
①
仕
事
を
続
け
る
自
信
が
な
い
。
② 

遠
く
へ
行
き
た
い
。 

③
突

然
の
辞
表
の
提
出
。 

④
自
殺
の
手
段
を
考
え
る
。
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
殺
し
た
い
と
打
ち
明
け
ら

れ
た
職
場
の
上
司
や
家
族
は
、
①
生
と
死
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
る
こ
と
を
理
解　

②
話
を
そ
ら
さ
ず
、
時

間
を
か
け
て
聴
く　

③
安
易
な
激
励
や
批
判
を
し
な
い　

④
十
分
訴
え
を
聞
い
て
、
自
殺
し
た
ほ
ど
辛
い
思

い
で
あ
る
こ
と
を
受
け
止
め
る
。
そ
し
て
我
流
の
対
処
法
を
押
し
付
け
た
り
せ
ず
、
⑤
す
み
や
か
に
保
健
師
、

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
産
業
医
、
精
神
科
医
に
橋
渡
し
す
る
。
面
談
に
際

し
て
は
「
貴
方
は
こ
の
世
で
、
た
っ
た
一
人
、
唯
一
無
二
の
掛
け
替

え
の
な
い
大
切
な
存
在
な
の
で
す
」
と
明
言
し
、
自
尊
感
情
を
高
め

る
こ
と
で
あ
る
。
若
者
が
生
き
や
す
く
な
る
家
庭
・
地
域
社
会
・
職

場
・
文
化
の
創
造
と
再
生
が
最
重
点
課
題
で
あ
る
。
家
庭
で
は
一
家

団
欒
を
取
り
戻
し
、
学
歴
偏
重
の
価
値
観
を
保
護
者
が
捨
て
、
個
を

尊
重
す
る
人
間
観
を
持
つ
こ
と
。
教
育
現
場
で
は
、
「
差
別
選
別
教

育
」
を
改
め
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
尊
重
し
、
一
個
の
人
間
存
在
そ

れ
自
体
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
思
想
に
基
づ
く
全
人
格
的
発
達
を
目

指
す
教
育
を
取
り
戻
す
こ
と
。
職
場
で
は
、
残
業
禁
止
法
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
法
、
雇
用
促
進
法
等
に
基
づ
い
て
、
障
が
い
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
出
来
る
社
会
を
形
成
す
る
こ
と

で
あ
る
。

若
者
た
ち
の
自
殺
予
防
に
は
、
多
様
な
生
き
方
、
組
織
や
社
会
に

安
易
に
同
調
し
な
い
確
固
た
る
自
己
を
保
て
る
よ
う
に
、
家
庭
内
で

図 11　自殺する脳の兆候図 11　自殺する脳の兆候

出所：http://sites.google.com/site/brainandabnormalbehavior/suicide
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も
教
育
現
場
で
も
育
成
を
す
る
こ
と
。
そ
れ
に
学
歴
偏
重
を
見
直
す
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
街
の
花
売
り
も

政
治
家
も
、
社
会
の
役
割
を
分
担
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
職
業
に
貴
賎
は
な
い
。

国
の
将
来
は
人
材
育
成
＝
若
者
の
希
望
に
か
か
っ
て
い
る
が
、
人
口
減
社
会
に
突
入
し
た
こ
の
国
で
喫
緊

な
の
は
上
記
の
課
題
だ
。
モ
ー
リ
ス
・
パ
ン
ゲ
は
『
自
死
の
日
本
史
』
（
一
九
八
六
年
）
で
、
「
日
本
の
自
殺

死
亡
率
は
六
十
年
代
、
先
進
工
業
国
の
中
で
も
非
常
に
低
い
数
字
を
維
持
し
て
い
た
。・
・
根
底
か
ら
再
構
築

す
べ
き
は
生
に
結
び
つ
い
た
価
値
」
と
結
ん
で
い
る
19

。
日
仏
学
院
理
事
長
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
シ
ュ
バ

リ
エ
は
『
日
本
資
本
主
義
の
大
転
換
』
（
二
〇
一
五
年
）
で
、
「
福
祉
改
革
に
よ
っ
て
日
本
の
若
者
に
希
望
を

与
え
る
こ
と
が
出
来
る
。・
・
日
本
資
本
主
義
の
将
来
は
（
成
長
モ
デ
ル
、
脱
産
業
化
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
、
福
祉
レ
ジ
ー
ム
）
の
四
つ
へ
の
対
応
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
新
し
い
社
会
的
和
解

を
建
設
し
、
経
済
を
再
調
整
す
る
た
め
の
条
件
で
あ
る
」
と
論
じ
た
20

。 

仏
蘭
西
の
識
者
の
指
摘
を
待
つ
ま

で
も
な
い
。
半
世
紀
前
の
若
者
に
は
希
望
が
あ
っ
た
。
国
家
が
未
成
熟
で
発
展
途
上
で
「
き
っ
と
う
ま
く
い

く
」
と
い
う
努
力
が
報
わ
れ
る
余
地
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
成
熟
社
会
の
破
綻
後
、
就
職
氷
河
期
が
四
半
世

紀
以
上
続
い
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
の
若
者
は
最
悪
の
危
機
的
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

若
者
た
ち
に
希
望
を
語
り
続
け
る
こ
と
が
大
人
た
ち
の
責
務
だ
と
思
う
。
過
労
死
や
過
労
自
殺
の
な
い
社

会
、
若
者
た
ち
が
希
望
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る
ま
と
も
な
社
会
の
実
現
は
、
過
労
死
防
止
法
、
自
殺
対
策
基
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本
法
な
ど
の
法
の
目
的
で
も
あ
り
万
民
の
願
い
だ
。
過
労
死
防
止
学
会
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
さ
れ
た
故
森
岡

孝
二
氏
は
、
強
欲
資
本
主
義
の
矛
盾
を
指
摘
し
、
資
本
主
義
の
暴
走
の
是
正
を
心
か
ら
願
っ
て
い
た
。
ブ
ラ

ッ
ク
企
業
が
告
発
さ
れ
て
い
る
中
で
、
希
少
価
値
と
も
云
え
る
残
業
ゼ
ロ
の
企
業
の
存
在
は
か
す
か
な
希
望

だ
。
あ
る
日
、
学
生
相
談
に
一
人
の
院
生
が
訪
れ
「
残
業
の
な
い
会
社
に
入
り
た
い
。
社
会
人
に
な
っ
た
ら

早
く
家
庭
を
持
っ
て
毎
日
家
族
と
一
緒
に
食
卓
を
囲
み
た
い
。
そ
う
い
う
会
社
を
探
し
て
、
応
募
し
た
ら
運

よ
く
採
用
さ
れ
、
内
定
式
で
、
社
長
自
ら
『
残
業
ゼ
ロ
を
謳
っ
て
い
る
の
に
、
こ
の
夏
は
残
業
さ
せ
て
し
ま

っ
て
社
則
に
反
す
る
こ
と
を
し
た
。
申
し
訳
な
い
』
と
開
口
一
番
謝
っ
た
の
に
は
驚
い
た
、
そ
れ
を
聞
い
て

本
物
だ
と
思
っ
た
」
と
語
っ
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
対
極
に
あ
る
こ
う
し
た
健
康
優
良
企
業
が
若
者
た
ち
に

微
か
な
希
望
を
与
え
て
い
る
。

（
５
）
立
ち
上
が
る
遺
族
た
ち

（
５
）
立
ち
上
が
る
遺
族
た
ち

最
愛
の
配
偶
者
や
子
ど
も
を
過
労
死
・
過
労
自
殺
で
亡
く
し
た
遺
族
が
増
え
て
い
る
。
あ
し
な
が
育
英
会

の
奨
学
金
も
交
通
死
亡
事
故
の
遺
児
よ
り
も
過
労
死
・
過
労
自
殺
の
遺
児
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
愛
す

る
人
を
喪
っ
た
悲
し
み
か
ら
、
公
務
災
害
や
労
働
災
害
の
申
請
を
し
て
も
基
金
か
ら
却
下
さ
れ
た
段
階
で

断
念
す
る
遺
族
も
少
な
く
な
い
。
地
裁
に
提
訴
し
て
も
敗
訴
す
る
と
上
告
す
る
前
に
断
念
す
る
遺
族
も
多
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い
。
そ
う
し
た
中
で
、
過
労
自
殺
の
労
災
認
定
を
勝
ち
取
り
、
過
労
死
防
止
運
動
に
取
り
組
む
遺
族
が
増
え

始
め
た
。
電
通
事
件
で
愛
す
る
娘
を
亡
く
し
た
高
橋
幸
美
さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
21

。
過
労
死
防
止
法
制
定
に

も
、
遺
族
の
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
。
愛
す
る
人
は
も
う
二
度
と
戻
ら
な
く
て
も
、
再
び
同

じ
悲
し
み
を
こ
の
国
で
繰
り
返
し
て
欲
し
く
な
い
と
い
う
崇
高
な
精
神
で
、
遺
族
が
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
う

し
た
遺
族
と
過
労
死
弁
護
団
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
、
毎
年

秋
に
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
で
、
厚
労
省
、
労

基
署
の
幹
部
職
員
が
挨
拶
さ
れ
る
。
さ
ら
に
過
労
死
防
止
学
会
で
は
残
業
ゼ
ロ
の
会
社
経
営
者
の
講
演
会
も

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長
時
間
過
重
労
働
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
業
務
起
因
性
の
う
つ
病
に
よ
る
休
職

者
、
そ
し
て
過
労
自
殺
が
な
い
健
康
優
良
企
業
で
あ
る
。「
な
ぜ
日
本
人
は
た
か
が
仕
事
で
自
殺
な
ど
す
る
の

か
？！
」
と
独
逸
の
精
神
医
学
者
か
ら
同
僚
の
精
神
科
医
が
指
摘
を
さ
れ
た
。
戦
争
中
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
妄

想
」
を
抱
き
鬼
畜
米
英
撃
滅
を
叫
び
、
戦
後
は
「
欧
米
に
追
い
つ
き
追
い
越
せ
」
と
喧
伝
し
た
日
本
人
。
一

貫
し
て
い
る
の
は
滅
私
奉
公
・
忠
君
愛
国
思
想
だ
。
「
教
育
勅
語
」
を
「
森
友
学
園
」
で
復
活
さ
せ
よ
う
と

目
論
む
人
々
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
は
断
罪
さ
れ
る
べ
き
だ
。

時
短
勤
務
や
在
宅
勤
務
も
促
進
し
経
常
益
も
増
加
し
、
文
字
通
り
企
業
の
社
会
的
責
任
（corporate 

social responsibility; C
SR

）
を
果
た
し
、
社
員
の
健
康
増
進
と
幸
福
追
求
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
健
康
経
営

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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優
良
企
業
が
も
っ
と
も
っ
と
増
え
る
こ
と
が
若
者
の
就
活
に
希
望
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
企
業
が

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
で
生
き
抜
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
経
営
陣
の
責
務
は
二
重
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

（
６
）　

自
死

（
６
）　

自
死
注注
33

と
い
う
用
語
に
つ
い
て

と
い
う
用
語
に
つ
い
て

イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
で
は
、
自
殺suicide

は
他
殺hom

icide

と
同
様
、
罪
と
い
う
戒
律
が
あ
る
。
日
本
で

は
、
自
殺
は
一
族
の
恥
で
あ
る
と
い
う
思
い
が
根
強
い
。
一
方
、
明
治
天
皇
崩
御
後
の
乃
木
希
典
の
自
殺
を

殉
死
と
賛
美
し
、
臣
民
を
「
天
皇
に
身
を
捧
げ
る
運
命
」
と
洗
脳
し
て
特
攻
隊
ま
で
生
ん
で
し
ま
っ
た
。

い
じ
め
自
殺
、
過
労
自
殺
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
自
殺
の
場
合
は
「
加
害
者
」
が
存
在
し
、「
追
い
詰
め
ら
れ
た

結
果
の
自
殺
」
と
し
て
訴
え
ら
れ
る
。
遺
族
が
、
代
理
人
弁
護
士
の
同
道
で
、
公
務
災
害
基
金
、
労
災
基
金

へ
の
申
請
、
地
裁
へ
提
訴
の
行
動
を
起
こ
す
。
し
か
し
、
遺
族
は
自
殺
と
い
う
言
葉
を
受
け
入
れ
る
の
に
抵

抗
が
あ
り
、
自
死
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
が
多
い
。

自
殺
は
脳
の
働
き
に
よ
る
。
自
殺
予
防
と
い
う
全
般
的
課
題
か
ら
見
る
と
、
喪
失
、
身
体
的
障
害
、
差
別
、

絶
望
、
板
挟
み
な
ど
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
う
つ
病
な
ど
を
介
し
て
自
殺
す
る
場
合
は
不
眠
が
指
標
の

一
つ
に
な
る
7

。
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（
７
）　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
発
達
障
害
者
支
援
法

（
７
）　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
発
達
障
害
者
支
援
法

教
育
界
や
産
業
界
で
は
発
達
障
害
が
流
行
り
、
少
し
で
も
個
性
の
強
い
若
者
を
「
発
達
障
害
」
と
「
診

断
」
し
て
得
心
す
る
教
員
や
上
司
が
増
え
て
い
る
。
全
て
の
人
間
が
個
性
豊
か
な
存
在
と
捉
え
れ
ば
良
い
だ

け
だ
。
他
人
と
の
交
わ
り
が
上
手
く
な
い
発
達
障
害
は
五
歳
ま
で
に
発
症
す
る
児
童
期
精
神
疾
患
で
あ
る
。

何
故
か
、
企
業
の
管
理
者
、
大
学
教
員
、
精
神
医
学
を
学
ん
で
い
な
い
内
科
医
な
ど
が
簡
単
に
発
達
障
害
の

ラ
ベ
ル
を
貼
る
。
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ト
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
、
グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル
な
ど
世
界
の
科

学
技
術
の
歴
史
に
残
る
著
名
人
な
ど
も
発
達
障
害
だ
っ
た
。
ナ
シ
ア
・
ガ
ミ
―
と
い
う
イ
ラ
ン
人
精
神
医
学

者
が
『
一
流
の
狂
気
』（
村
井
俊
哉
訳　

二
〇
一
六
年　

日
本
評
論
社
）
と
い
う
本
を
書
い
た
。
平
和
時
に
は

凡
庸
な
秀
才
で
も
リ
ー
ダ
ー
が
務
ま
る
が
、
危
機
の
時
に
貢
献
す
る
の
は
チ
ャ
ー
チ
ル
や
Ｊ
Ｆ
Ｋ
の
よ
う
な

「
心
病
む
」
人
で
あ
る
、
と
い
う
斬
新
な
仮
説
だ
。
ち
な
み
に
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
双
極
性
障
害
で
治
療
を
受

け
て
い
た
。
こ
う
し
た
人
々
も
含
め
て
、
人
口
の
六
％
が
な
ん
ら
か
の
障
が
い
を
抱
え
て
い
る
。
発
達
障
害

者
支
援
法
と
い
う
法
が
あ
り
、
文
科
省
も
障
害
学
生
支
援
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性

同
一
性
障
害
）
を
持
つ
人
が
、
四
十
人
に
一
人
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
同
性
愛
者
が
差
別
さ
れ
た
り
、
罰
せ

ら
れ
る
旧
弊
は
完
全
に
排
除
さ
れ
、
人
間
存
在
の
多
様
な
存
在
様
式
を
教
育
現
場
で
も
職
場
で
も
社
会
で
も

許
容
す
べ
き
時
代
に
な
っ
た
。
沢
山
の
学
生
、
院
生
、
留
学
生
を
研
究
室
に
抱
え
て
い
て
も
、
一
人
た
り
と
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も
不
登
校
、
う
つ
病
な
ど
の
不
適
応
を
出
さ
な
い
指
導
教
員
は
、
こ
う
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
人
類
多
様

性
）
を
自
然
に
理
解
を
し
て
い
る
。
す
べ
て
に
寛
容
な
精
神
で
個
々
の
若
者
の
志
向
性
を
尊
重
し
、
専
門
家

と
し
て
の
知
識
や
技
術
や
物
の
見
方
を
醸
成
す
る
指
導
・
援
助
を
し
て
い
る
。
若
者
た
ち
を
軍
隊
の
よ
う
に

画
一
的
で
不
寛
容
な
管
理
を
す
る
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
犯
す
危
険
が
あ
る
。

理
工
系
学
部
を
選
ぶ
若
者
に
は
、
群
れ
る
こ
と
よ
り
も
我
が
道
を
行
く
、
唯
我
独
尊
の
個
性
豊
か
な
人

た
ち
が
多
い
。
教
員
も
個
性
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
が
多
い
。
雇
用
促
進
法
改
正
で
、
障
が
い
者
を
社
員
の
二
・

二
％
採
用
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
統
合
失
調
症
、
双
極
性
障
害
、
う
つ
病
、
て
ん

か
ん
な
ど
の
精
神
・
神
経
疾
患
を
持
つ
人
た
ち
が
、
障
が
い
者
雇
用
枠
で
、
就
労
す
る
時
代
に
な
っ
た
。
企

業
の
健
康
管
理
室
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
保
健
セ
ン
タ
ー
、
学
生
相
談
室
な
ど
で
、
保
健
師
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

精
神
科
医
が
待
機
し
て
い
る
。
心
の
病
、
心
理
的
苦
悩
を
抱
え
る
若
者
が
自
ら
相
談
に
訪
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
。
若
者
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
支
援
で
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
が
幾
つ
か
あ
っ
た
。
数

か
月
間
研
究
室
に
来
れ
な
く
な
っ
た
学
生
の
自
宅
ま
で
一
時
間
以
上
か
け
て
訪
問
し
、
数
時
間
か
け
て
説
得

し
、
相
談
室
に
つ
な
い
だ
教
員
は
、
我
流
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
一
切
せ
ず
専
門
家
へ
の
橋
渡
し
が
役
割
と

明
言
し
て
い
た
。
研
究
室
に
復
帰
後
も
会
食
し
た
り
、
就
職
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
を
さ
れ
て
い
た
。
丁
度
同
じ
時

期
に
、
当
日
欠
勤
を
し
た
若
手
社
員
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
ね
て
、
ア
ン
パ
ン
と
紙
パ
ッ
ク
牛
乳
を
先
ず
渡
し
て
、
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若
者
が
一
息
つ
い
て
か
ら
「
お
薬
は
飲
ん
で
い
る
の
？
」
と
や
さ
し
く
尋
ね
、
「
産
業
医
に
会
っ
て
み
な
い

か
？
」
と
、
健
康
管
理
室
に
繋
い
で
く
れ
た
課
長
が
い
た
。
相
談
や
医
療
に
乗
せ
る
ま
で
に
、
精
神
的
不
調

に
気
が
付
い
た
上
司
や
教
員
の
こ
う
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
、
退
学
、
自
殺
等
に
至
っ
て
い
た
ケ
ー
ス

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
上
司
や
教
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
だ
け
で
は
、
全
て
の
若
者
は
救
え
な

い
。
多
く
の
大
学
で
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
若
者
の
成
長
や
メ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
支
援

を
視
野
に
入
れ
て
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
教
員
も
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
企
業
で
は
新
入
社
員

が
一
人
前
に
な
る
ま
で
一
定
期
間
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
る
。

（
８
）
同
調
性
と
自
尊
感
情

（
８
）
同
調
性
と
自
尊
感
情

協
調
性
、
社
交
性
は
望
ま
し
く
、
孤
立
や
反
抗
は
、
危
な
い
と
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
。
高
等
教
育
や
職
場

で
も
、
学
則
、
就
業
規
則
、
規
律
、
刑
法
、
民
法
、
道
交
法
な
ど
こ
の
世
は
規
則
ず
く
め
で
あ
る
。
し
ば
し

ば
そ
の
規
律
に
縛
ら
れ
過
ぎ
る
と
、
画
一
的
な
集
団
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
独
裁
者
は
、
異
端
や
異
論
を
排

除
・
抹
殺
す
る
。
組
織
の
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
リ
ー
ダ
ー
は
異
端
者
を
排
除
し
従
順
な
取
り
巻
き
で
固
め

る
。
戦
争
中
の
、
お
国
の
為
に
戦
っ
て
い
る
兵
隊
さ
ん
の
た
め
に
、
銃
後
の
女
子
供
は
、
食
う
も
の
も
食
わ

ず
に
我
慢
さ
せ
ら
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
日
本
国
民
は
同
調
圧
力
の
日
々
だ
っ
た
。
敗
戦
後
、
集
団
洗
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脳
か
ら
覚
め
人
々
は
自
由
と
民
主
主
義
を
謳
歌
す
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
再
び
、
国
家
が
個
人
の
上
に
大
き

く
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
個
の
形
成
の
不
十
分
さ
が
、
殉
職
と
も
云
え
る
若
者
の
過
労
自

殺
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
自
殺
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
危
険
性
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
自
殺
に
至

る
個
体
要
因
と
い
う
意
味
で
、
個
人
責
任
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
国
が
乗
り
越
え
て
い
な
い
人
間
集

団
の
文
化
の
未
熟
性
を
指
摘
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
長
時
間
過
重
労
働
は
そ
れ
を
強
い
た
職
場
の
安
全
配
慮

義
務
違
反
で
あ
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
そ
れ
自
体
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
法
違
反
の
「
犯
罪
行
為
」
な
の

で
、
企
業
、
職
場
、
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
の
管
理
者
の
責
任
が
免
除
さ
れ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
国
家
や
社

会
や
会
社
の
為
に
働
く
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
幸
せ
の
為
に
働
く
と
い
う
労
働
観
を
育
む
必
要
が
あ
る
。
過

剰
な
同
調
圧
力
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
温
床
に
も
な
る
。
自
己
主
張
や
主
体
性
を
ほ
ど
よ
く
保
て
る
適
度
な
同

調
が
望
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
基
盤
が
あ
れ
ば
、
自
尊
感
情
が
損
な
わ
れ
る
リ
ス
ク
も
軽
減
す
る
。
友
人
の
精

神
科
医
か
ら
聞
い
た
話
で
公
に
は
さ
れ
て
い
な
い
が
「
日
本
国
有
鉄
道
（
国
鉄
）
が
一
九
八
七
年
に
分
割
民

営
化
さ
れ
Ｊ
Ｒ
に
な
っ
た
際
、
九
十
人
の
自
殺
者
が
発
生
し
た
が
、
国
労
な
ど
の
組
合
員
は
一
人
も
自
殺
者

を
出
さ
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
帰
属
組
織
、
連
帯
す
る
仲
間
の
存
在
が
、
孤
立
と
自
殺
を
防
ぐ
手
立
て
の
一

つ
だ
と
教
え
て
い
る
。
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（
９
）
モ
ノ
造
り
の
成
功
神
話
を
打
破
し
よ
う
！

（
９
）
モ
ノ
造
り
の
成
功
神
話
を
打
破
し
よ
う
！

工
学
系
技
術
者
が
不
調
に
な
る
と
、
皆
に
「
自
ら
の
努
力
が
足
り
な
い
、
自
ら
の
知
識
と
経
験
が
足
り
な

い
た
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
成
功
し
な
か
っ
た
」
と
語
る
。
「
課
題
が
難
し
く
て
、
有
能
な
私
で
も
出
来
な

い
、
と
は
考
え
な
い
の
か
」
と
問
う
と
、
皆
ノ
ー
と
応
え
る
。
こ
の
国
の
技
術
者
は
成
功
神
話
に
洗
脳
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
エ
ジ
ソ
ン
の
白
熱
電
灯
の
発
明
に
し
て
も
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の
開
発
、
ノ

ー
ベ
ル
賞
に
輝
い
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
実
用
開
発
な
ど
、
失
敗
の
連
続
の
中
で
、
実
を
結
ん
だ
。
日
本
の
工
業
高
校
、

工
科
系
大
学
・
学
部
で
は
「
や
れ
ば
出
来
る
」
と
い
う
教
育
が
さ
れ
続
け
て
い
る
。
こ
の
点
を
同
僚
に
尋
ね

て
み
る
と
「
本
学
は
伝
統
的
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
デ
ー
タ
を
卒
論
・
修
論
と
し
て
認
め
な
い
。
従
っ
て
実
験
が
上

手
く
行
か
な
い
と
、
過
去
の
蓄
積
か
ら
デ
ー
タ
を
与
え
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
デ
ー
タ
の
論
文
を
書
か
せ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
某
大
学
で
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
デ
ー
タ
も
立
派
な
論
文
と
し
て
認
め
て
い
る
」
と
話
し
て
く
れ

た
。
実
験
条
件
に
よ
っ
て
成
功
も
失
敗
も
あ
る
の
で
、
こ
の
実
験
条
件
で
は
上
手
く
行
か
な
か
っ
た
と
い
う

の
は
、
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
点
で
、
立
派
な
知
見
だ
。
事
実
、
統
合
失
調
症
や
双
極
性
障
害
の
遺

伝
子
研
究
で
は
、
こ
の
遺
伝
子
に
は
異
常
が
な
か
っ
た
と
い
う
論
文
が
一
流
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

蓄
積
が
、
遺
伝
子
異
常
の
部
位
を
徐
々
に
狭
め
て
、
異
常
遺
伝
子
の
発
見
に
つ
な
が
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
だ
。

砂
漠
で
油
田
を
掘
り
当
て
る
作
業
に
も
似
て
い
る
。
億
単
位
の
お
金
を
投
じ
て
、
温
泉
を
探
す
山
師
の
よ
う
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な
心
理
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

超
一
流
企
業
の
開
発
部
長
が
産
業
戦
略
工
学
専
攻
で
特
別
講
義
を
し
た
際
に
「
会
社
の
利
益
に
貢
献
す
る

開
発
に
成
功
す
る
の
は
十
年
に
一
回
く
ら
い
で
、
九
年
間
は
失
敗
の
連
続
だ
。
だ
か
ら
、
成
功
す
る
ま
で
や

り
続
け
る
こ
と
、
諦
め
な
い
こ
と
が
肝
心
だ
」
と
語
っ
て
い
た
。
達
成
し
た
経
験
者
だ
か
ら
失
敗
談
も
吐
露

出
来
た
の
は
間
違
い
な
い
。
「
失
敗
は
成
功
の
元
、
失
敗
を
契
機
に
、
自
分
を
責
め
て
、
う
つ
状
態
に
陥
っ
て
、

退
社
や
自
殺
を
考
え
る
の
は
、
こ
の
辺
で
止
め
な
い
か
！
」
と
語
り
掛
け
て
い
る
。
常
に
百
点
満
点
で
な
い

と
気
が
済
ま
な
い
強
迫
性
格
の
人
に
は
「
一
事
が
万
事
」
と
考
え
ず
、
諦
め
な
い
よ
う
に
励
ま
し
、
第
一
次

南
極
越
冬
隊
隊
長
、
西
堀
栄
三
郎
の
『
石
橋
を
叩
け
ば
渡
れ
な
い
』
22

と
い
う
書
を
薦
め
て
来
た
。
西
堀
氏

は
「
若
者
が
失
敗
し
て
も
叱
責
し
な
い
。
と
に
か
く
褒
め
る
こ
と
だ
。
褒
め
る
と
図
に
乗
っ
て
い
ろ
い
ろ
や

り
だ
す
。
そ
う
す
る
と
良
い
も
の
が
生
み
出
さ
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
若
者
の
成
長
と
自
立
を
支
え
る
寛

大
で
包
容
力
の
あ
る
指
導
者
、
教
育
者
が
、
大
学
や
企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（（
1010
））  

青
年
の
価
値
観
と
行
動
パ
タ
ー
ン
と
立
つ
瀬

青
年
の
価
値
観
と
行
動
パ
タ
ー
ン
と
立
つ
瀬

新
人
で
も
中
途
採
用
で
も
「
即
戦
力
」
を
期
待
す
る
の
は
、
企
業
に
人
材
育
成
の
余
力
が
な
く
な
っ
た
か

ら
だ
。
一
般
に
、
新
規
の
課
題
に
取
り
組
む
の
に
積
極
的
な
人
と
消
極
的
な
人
が
い
る
。
前
者
は
能
動
型
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で
、
後
者
は
受
動
型
と
類
型
化
さ
れ
る
。
能
動
型
は
自
発
的
に
研
究
や
業
務
を

進
ん
で
行
う
が
、
時
に
暴
走
す
る
の
で
制
御
も
必
要
だ
。
受
動
型
に
は
具
体
的

な
指
示
を
す
る
の
が
良
い
。
ヒ
ト
の
行
動
類
型
に
は
新
奇
探
求
型
、
損
害
回
避

型
、
報
酬
希
求
型
が
あ
る
。
青
年
は
、
幸
せ
に
な
り
た
い
と
望
ん
で
い
る
の
だ

が
、
幸
福
の
条
件
を
、
家
族
愛
、
仕
事
の
達
成
、
良
い
対
人
関
係
、
お
金
、
地

位
や
名
誉
、
健
康
な
ど
、
何
処
に
求
め
て
い
る
か
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
自
己
評
価
で
あ
る
。
自
尊
心
の
高
い
人
は
、
華
や
か

な
仕
事
ば
か
り
を
し
た
が
る
。
他
人
か
ら
批
判
を
浴
び
る
と
、
自
尊
心
が
傷
つ

く
が
、
落
ち
込
む
よ
り
は
、
否
認
す
る
。
自
己
評
価
の
低
い
人
は
、
ち
ゃ
ん
と

仕
事
が
出
来
て
い
て
も
、
不
十
分
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
批
判
さ
れ
る
と
、
や

は
り
そ
う
か
と
思
い
、
抑
う
つ
的
に
な
る
。
適
度
な
自
己
評
価
を
保
て
る
よ
う

な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
な
る
。
も
う
一
つ
留
意
す
べ
き
は
、
対
決
か
協
調
か
と
い
う
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
特
性

が
あ
る
。
強
気
で
対
決
を
選
択
す
る
人
は
軋
轢
も
起
こ
し
や
す
い
が
、
新
展
開
す
る
潜
在
力
も
持
っ
て
い
る
。

弱
気
の
協
調
派
は
堅
実
な
仕
事
を
続
け
る
職
場
に
向
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
楽
天
的
か
悲
観
的
か
、
と
い
う

構
え
も
大
切
だ
。
工
学
系
技
術
者
は
非
社
交
的
な
人
が
多
い
。
営
業
な
ど
を
す
る
人
は
、
明
る
く
社
交
的
な

図 12　メンタル不調者への気づきと対応図 12　メンタル不調者への気づきと対応

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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人
が
多
い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
勘
案
し
て
、
学
生
教
育
、
新
人
指
導
、
メ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ケ
ア
に
生
か

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
上
述
の
諸
点
を
考
慮
す
る
と
よ
り
実
り
あ
る
支
援
に
つ
な
が
る
。
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
の
成
否
、
量
だ
け
で
、
部
下
を
評
価
す
る
人
事
考
証
に
は
限
界
が
あ
る
。
人
間
力
を
育
て
る
と
い
う

観
点
が
欠
如
し
、
ひ
た
す
ら
即
戦
力
を
期
待
し
「
結
果
が
全
て
」
と
い
う
短
期
成
果
主
義
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

成
果
主
義
企
業
で
は
、
新
人
採
用
に
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
重
視
し
て
い
る
。
し
か
し
、
知
識
の
吸
収
に
優
れ
て
い
て
も
、

知
識
の
拡
大
再
生
産
能
力
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
Ｇ
Ｐ
Ａ
は
並
で
も
、
サ
ー
ク
ル
の
部
長
、
オ
ケ
の
指
揮

者
な
ど
の
経
歴
は
、
貴
重
な
人
材
だ
と
思
う
。

映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
」
の
浜
ち
ゃ
ん
は
、
本
業
そ
っ
ち
の
け
で
、
釣
り
の
達
人
で
、
そ
れ
が
縁
で
社
長

の
お
友
達
に
な
る
と
い
う
今
時
あ
り
そ
う
も
な
い
作
品
だ
っ
た
。
一
つ
で
も
得
意
な
こ
と
が
あ
る
と
立
つ
瀬

が
出
来
る
。
本
業
で
は
冴
え
な
く
て
も
、
他
の
こ
と
で
立
つ
瀬
が
あ
る
と
自
尊
感
情
を
保
た
れ
る
。
こ
の
立

つ
瀬
は
、
若
者
の
支
援
で
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
わ
れ
る
。

（（
1111
）　

自
己
評
価
と
適
応
に
つ
い
て

）　

自
己
評
価
と
適
応
に
つ
い
て

本
誌
の
読
者
も
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
挫
折
、
失
敗
、
喪
失
、
屈
辱
、
絶
望
な
ど
を
味
わ
っ
た
経
験
が
あ

る
と
思
う
。
力
不
足
な
の
に
望
み
が
高
い
と
自
己
実
現
は
し
な
い
の
で
、
役
不
足
と
評
価
さ
れ
る
ぐ
ら
い
の
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人
生
が
良
い
。

上
司
か
ら
見
る
と
よ
く
や
っ
て
い
る
の
に
、
自
己
評
価
が
低
い
人
は
う
つ
病
に
陥
る
リ
ス
ク
が
高
い
。
良

く
出
来
る
人
に
は
「
仕
事
ば
か
り
が
人
生
で
は
な
い
」
と
水
を
差
し
、
自
他
共
に
十
分
出
来
て
い
な
い
人
に

は
、
大
器
晩
成
型
視
点
を
持
っ
て
接
し
た
い
。

精
神
的
不
調
者
へ
の
共
感
に
自
信
の
な
い
方
に
は
『
普
通
の
人
々
』
、
『
心
の
ま
ま
に
』
、
『
サ
ン
ド
ラ
の
週

末
』
、
『
や
わ
ら
か
い
生
活
』
な
ど
の
映
画
作
品
が
お
薦
め
だ
。
精
神
疾
患
全
般
と
映
画
に
つ
い
て
は
拙
著
23

を
参
照
さ
れ
た
い
。

５　

ま
と
め

５　

ま
と
め

日
本
で
は
、
年
間
三
万
人
を
超
え
る
自
殺
者
が
よ
う
や
く
二
万
人
を
下
回
っ
た
が
ま
だ
世
界
標
準
よ
り
も

高
い
。
と
こ
ろ
が
若
者
の
自
殺
は
増
加
傾
向
で
、
大
学
生
の
自
殺
率
は
世
界
標
準
（
人
口
十
万
人
対
一
〇
・

五
人
）
に
達
し
て
い
る
。
国
際
的
に
も
、
十
五
～
三
十
四
歳
の
死
因
一
位
が
自
殺
と
な
っ
て
い
る
の
は
Ｇ
７

の
中
で
も
日
本
の
み
だ
。
若
者
た
ち
に
自
殺
の
社
会
的
・
経
済
的
・
心
理
的
背
景
に
、
雇
用
環
境
の
悪
化
に

よ
る
社
会
の
閉
塞
感
が
主
因
と
思
わ
れ
る
。
長
時
間
過
重
労
働
と
そ
れ
に
伴
う
睡
眠
不
足
11

そ
し
て
ハ
ラ
ス

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル
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メ
ン
ト
は
そ
の
増
悪
要
因
で
あ
る
。
過
労
自
殺
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
自
殺
は
予
防
可
能
な
自
殺
で
あ
る
。
雇
用

環
境
の
悪
化
は
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
最
大
の
要
因
だ
。
若
者
た
ち
の
自
殺
予
防
に
必
要
な
の

は
、
未
来
に
希
望
を
描
け
る
社
会
の
再
生
、
自
殺
の
危
険
な
危
機
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
介
入
、
精
神
疾
患
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
推
進
で
あ
る
。
そ
の
面
で
の
提
言
2

，
7

，
14

，
24

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が

ら
奏
功
し
て
い
な
い
。
な
お
、
就
労
前
の
中
高
生
年
代
の
自
殺
も
世
界
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
18

，

25

。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
若
者
を
支
援
す
る
教
員
、
学
生
支
援
課
、
校
医
、
職
場
で
は
産
業
医
、
保
健
師
、
精

神
科
医
、
安
全
衛
生
担
当
者
、
そ
し
て
外
部
医
療
機
関
と
の
共
同
に
よ
っ
て
、
生
へ
の
希
求
を
実
現
す
る
根

源
的
な
危
機
介
入
と
予
防
活
動
が
望
ま
れ
て
い
る
。

６　

お
わ
り
に

６　

お
わ
り
に

精
神
科
医
に
な
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
十
年
単
位
で
、
単
科
精
神
病
院
、
大

学
病
院
（
総
合
病
院
）
、
大
学
保
健
セ
ン
タ
ー
と
、
転
職
場
を
重
ね
、
終
着
駅
が
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
な
っ

た
。
工
科
大
学
に
赴
任
し
て
、
工
学
生
・
教
職
員
と
交
流
で
き
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
臨
床
実
践
に
大
き
な

糧
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
は
二
〇
二
〇
年
五
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
第
六
回
過
労
死
防
止
学
会
で
の
特
別
シ
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ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
草
稿
を
基
盤
に
し
て
い
る
。
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
徳
丸
宜
穂
先
生
、
本
誌
編
集
委
員
長
の

須
藤
美
音
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

文
献
文
献

1　

リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
（
著
）
、
池
村
千
秋
（
訳
）
『
ラ
イ
フ
・
シ
フ
ト
』
東
洋
経
済

新
報
社
、
二
〇
一
六
年 

2　

粥
川
裕
平
「
復
学
や
復
職
段
階
で
の
う
つ
病
の
ケ
ア
」
、
上
島
国
利
編
『
う
つ
病
診
療
の
コ
ツ
と
落
と
し
穴
』
中
山
書

店 2005

、 143 -145  

3　

粥
川
裕
平
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
安
全
衛
生
管
理
」
、
『C

A
M

PU
S W

ELLN
ESS

』2004 , 41 (2 ):39 -44

　

4　

粥
川
裕
平 

、
冨
田
悟
江
、
早
川
由
美
、
中
野
功 

「
名
古
屋
工
業
大
学
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
」
『
精
神
医

学
』56 (5 ) , 2014  , pp.405 -412

5　

粥
川
裕
平
「
現
代
の
労
働
と
ス
ト
レ
ス
」
『
働
く
も
の
の
い
の
ち
と
健
康
』N

o.7 . 2000

年
セ
ミ
ナ
ー
記
念
講
演pp1 -

15

6　

M
orrell S, Taylor R

, Q
uine S, K

err C
 (1993 ) Suicide and unem

ploym
ent in A

ustralia 1907 -1990 . Soc Sci M
ed 

36 :749 -756

　

7　

粥
川
裕
平
「
自
殺
と
う
つ
病
と
睡
眠
」
、
『
予
防
時
』2007 , 228 : 8 -13 ,  

日
本
損
害
保
険
協
会

8　

粥
川
裕
平
「
巻
頭
言　

過
労
死
防
止
学
会
が
現
代
日
本
に
提
起
す
る
も
の
」『Progress in M

edicine

』2018 ,4 ,Vol.38  
N

o.4  pp 

9　

川
人
博
『
過
労
自
殺
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
八
年

10　

伊
藤
孝
行
、
粥
川
裕
平
「
ハ
ー
バ
ー
ド
の
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム 

〜
そ
の
１
〜
」
『
大
学
と
学
生
』
第
25
号
（
通
巻499

号
、
政
府
刊
行
物
）
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、pp.35 -39 , 2006 .
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11　

伊
藤
孝
行
、
粥
川
裕
平
「
ハ
ー
バ
ー
ド
の
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム 

〜
そ
の
２
〜
」
『
大
学
と
学
生
』
第
28
号
（
通
巻502

号
、
政
府
刊
行
物
）
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、pp.46 -50 , 2006 .

12　

伊
藤
孝
行
、
粥
川
裕
平
「
ハ
ー
バ
ー
ド
の
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム 

〜
そ
の
３
〜
」
『
大
学
と
学
生
』
第
32
号
（
通
巻506

号
、
政
府
刊
行
物
）
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、pp.51 -57 , 2006 .

13　

徳
丸
宣
穂
「
『
世
界
幸
福
度
報
告
』
は
何
を
明
ら
か
に
す
る
か
？
」
『Trans/A

ctions

』 No.4  ,2019  ,pp179 -196

14　

粥
川
裕
平
、
安
宅
勝
弘
、
佐
藤
武
、
杉
田
義
郎
、
影
山
任
佐
「
『
健
康
白
書
２
０
０
５
』
に
見
る
日
本
の
大
学
生
の

精
神
的
不
具
合
と
、
就
職
氷
河
期
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
の
課
題
」
『
日
本
社
会
精
神
医
学
会
雑
誌
』

2011 ,20 (4 ):363 -371

15　

森
岡
孝
二
『
雇
用
身
分
社
会
』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
五
年

16　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス 
（
著
）
、
戸
塚
七
郎
（
訳
）
『
幸
福
論
』
弁
論
術
第
５
章
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
二
年

17　

石
塚
幸
雄
『
自
己
実
現
の
方
法
』
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
八
二
年

18　

粥
川
裕
平
（
監
訳
）
烝
野
正
雄
（
訳
）
萌
文
社
、
二
〇
〇
三
年
、 

世
界
保
健
機
関
『
子
ど
も
た
ち
の
自
殺
予
防 

教
師

お
よ
び
他
の
学
校
関
係 
職
員
の
た
め
の
方
策
』
［W

H
O

 : Preventing Suicide. A resource for Teachers and O
ther 

School Staff. 2000

］

19　

モ
ー
リ
ス
・
パ
ン
ゲ
『
自
死
の
日
本
史
』
講
談
社
、
一
九
八
六
年

20　

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ル
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
（
著
）
、 

新
川
敏
光
（
訳
）
『
日
本
資
本
主
義
の
大
転
換
』
岩
波
書
店 

、

二
〇
一
五
年

21　

高
橋
幸
美
、
川
人
博
『
過
労
死
ゼ
ロ
の
社
会
を
』
連
合
出
版
、
二
〇
一
七
年

22　

西
堀
栄
三
郎
『
石
橋
を
叩
け
ば
渡
れ
な
い
』
生
産
性
出
版
、
一
九
九
九
年

23　

粥
川
裕
平
「
映
画
に
み
る
精
神
科
医
療
―
映
画
か
ら
語
る
精
神
症
状
」『
日
本
精
神
科
病
院
協
会
雑
誌
』2008 , 27 (4 ): 

26 -31

24　

安
宅
勝
弘
、
影
山
任
佐
、
粥
川
裕
平
、
佐
藤
武
、
杉
田
義
郎
「
実
証
的
デ
ー
タ
に
基
づ
く
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス
ト
レ
ス
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性
障
害
・
過
労
の
防
止
運
動
（
Ｓ
Ｒ
Ｏ
運
動
）
と
大
学
院
生
休
退
学
・
死
亡
実
態
全
国
調
査
」『
日
本
社
会
精
神
医
学

会
雑
誌
』2011 ,20 (4 ):355 -362

25　

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
自
殺
予
防
総
合
対
策
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
準
備
会
・
若
年
者
の
自
殺
対
策
の
あ
り
方
に
関

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
若
年
者
の
自
殺
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
報
告
書
」
二
〇
一
五
年

注注

1　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
き
た
。
身
体
的
健
康
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
に
対
応
す
る
精
神
的
健
康
の

カ
タ
カ
ナ
英
語
だ
っ
た
。
一
時
期
、
身
体
的
強
靭
さphysical toughness

に
相
当
す
る
精
神
的
強
靭
さ
を
数
量
化
で

き
な
い
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。
筋
肉
番
付
の
よ
う
に
は
単
純
に
は
い
か
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
メ
ン
タ
ル
ウ
ェ

ル
ネ
ス
と
な
る
と
精
神
的
に
良
い
状
態
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
精
神
的
不
調
メ
ン
タ
ル
イ
ル
ネ
ス
が
な
い
と
い
う
の

に
留
ま
ら
ず
健
常
者
も
含
め
た
健
康
増
進
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

2　

自
殺
論
：
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
『
自
殺
論
』
（
一
八
九
七
年　

宮
島
喬
訳
、
中
公
文
庫
一
九
八
五
年
）
で
、
ヒ
ト
の
自
殺
を
、

利
他
的
自
殺
（
集
団
本
位
的
自
殺
）
、
利
己
的
自
殺
（
自
己
本
位
的
自
殺
）
、 

ア
ノ
ミ
ー
的
自
殺
な
ど
に
分
類
し
た
。
精

神
医
学
、
心
理
学
、
社
会
学
、
哲
学
、
経
済
学
、
な
ど
人
類
の
生
産
の
陰
の
部
分
、
あ
る
い
は
間
接
部
分
に
関
与
す

る
人
々
が
、
自
殺
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
。

3　

自
死
：
自
死
と
い
う
用
語
を
使
う
遺
族
、
行
政
機
関
、
法
曹
関
係
者
な
ど
が
存
在
す
る
。
自
死
の
英
語
はself-death

で
、
細
胞
死apoptosis

に
相
当
し
自
滅
と
い
う
意
味
に
な
る
。
モ
ー
リ
ス
・
パ
ン
ゲ
の
「
自
死
の
日
本
史
」
で
は
、

自
害
、
切
腹
、
殉
死
と
い
う
日
本
的
特
性
に
注
目
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
精
神
医
学
・
医
療
に
長
年
携
わ
っ
て
き

た
が
、
殺
人hom

icide

、
自
殺suicide

と
い
う
用
語
が
自
然
だ
っ
た
。
筆
者
は
、
自
死
と
い
う
用
語
の
使
用
に
は
賛

成
で
き
な
い
。
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Some Considerations on Youth Suicide Prevention Some Considerations on Youth Suicide Prevention 
in Japan. in Japan. 

Youth suicide rate in Japan is remarkably higher than the other 

G7 countries. In most cases of suicide of young workers, the person 

feels like they have no choice because of social issues like becoming 

unemployed or struggling to make a living, excessive debt, or 

overtime work. Therefore these deaths should be recognized 

as“preventable”. 

The purpose of this paper has two themes. The one is to consider 

the causal factors to increase youth suicide and the second is to 

explore the strategy for suicide prevention. Mental wellness 

professionals in conjunction with employers must devise a creative 

system to make the quality care being off ered more accessible to 

employees. It is ever so important to foster awareness of positive 

implications for employees, employers, university students. 

Rediscovery of the importance of diversity of each young people 

and the future perspectives for youth life is indispensable for the 

prevention of youth suicide. 
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名古屋工業大学　名誉教授

かゆかわクリニック　院長

医学・精神科

〈特集〉　人生１００年時代のワークスタイル



＜若者たちの自殺予防 粥川 正誤表＞ Trans/Action 第 5号 

 

P37 出生率が一・四％ → 出生率が一・四二 

P39 自殺率一〇・五％ → 自殺率一〇・五人 

P47 自殺率が増加している。 →自殺率が増加（図３，４，５）している。 

P50 見事に視覚化した。 →見事に視覚化（図 8）した。    

P55  中高生の自殺の多くは  → 増加している中高生の自殺（図９）の多くは 

自殺したほど → 自殺したいほど 

P56 若者たちの自殺予防には → 若者たちの自殺予防には（図 10→ 表１）  

P60  自殺は脳の働きによる  → 自殺は脳の働きによる（図 11→ 図 10） 

P68  自己評価と適応について → 自己評価と適応について（図 12 →表２） 

P69 若者たちに → 若者たちの 

  心理的背景に → 心理的背景の 

P71  CAMPUS WELLNESS  → CAMPUS HEALTH 

★  図 10 → 表１ 

★  図 11 → 図 10 

★  図 12  → 表２ 

P72 予防時→ 予防時報 


